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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、以下の通りとなりました。 

経常収益は、貸倒引当金戻入益を計上したことによりその他経常収益の増加があったものの、国債等

債券売却益の減少によるその他業務収益の減少及び貸出金利息等の減少による資金運用収益の減少が

あったことから、前年同期比２億 80 百万円減少し、123 億 87 百万円となりました。 

経常費用は、物件費及び人件費の減少による営業経費の減少に加え、貸倒引当金繰入額の減少による

その他経常費用の減少により、前年同期比９億 74 百万円減少し、91 億 32 百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は、前年同期比６億 94 百万円増加し、32億 54 百万円となりました。 

四半期純利益は、前年同期比８億２百万円増加し、21 億 20 百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

調達面では、個人預金の順調な増加を背景に譲渡性預金を含む預金が前連結会計年度末比 1,043 億円

増加し、２兆 4,565 億円となりました。 

運用面では、貸出金が前連結会計年度末比 47 億円減少し、１兆 3,724 億円となり、有価証券が前連

結会計年度末比 12 億円増加し、１兆 1,037 億円となりました。 

総資産は、前連結会計年度末比 1,096 億円増加し、２兆 7,347 億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 26 年５月９日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

    (会計方針の変更) 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第 26 号 平成 24 年 5 月 17 日。以下、「退職給付会計

基準」という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第 25 号 平成

24 年 5 月 17 日。以下、「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給

付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債

務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式

基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について退職給付

の見込支払日までの平均期間とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、

当第 1 四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響

額を利益剰余金に加減しております。 
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       この結果、当第 1 四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が 456 百万円減少し、利益剰余

金が 295 百万円増加しております。また、当第 1 四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四

半期純利益への影響は軽微であります。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

当行は、平成 26 年 7 月 30 日開催の取締役会において、会社法第 178 条の規定に基づき、自己株式

の消却を行うことを決議いたしました。 

①消却する株式の種類   普通株式 

②消却する株式の総数   2,000,000 株（消却前の発行済株式総数の 1.13％） 

③消却予定日       平成 26 年 8 月 15 日 
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１．損益の状況（単体）

（単位：百万円）

平成27年3月期
第1四半期

平成26年3月期
第1四半期比

平成26年3月期
第1四半期

平成27年3月期
第2四半期累計
期間の業績予想

8,086 △ 878 8,964

　 除く国債等債券損益 7,889 △ 411 8,301

6,945 △ 397 7,342

869 △ 110 980

272 △ 369 642

うち国債等債券損益 197 △ 466 663

6,190 △ 416 6,607

3,176 5 3,171

2,646 △ 449 3,095

368 27 340

1,896 △ 461 2,357 3,300

1,698 4 1,694 3,300

① - △ 164 164

1,896 △ 297 2,193 3,200

1,058 993 65

53 46 7

② - △ 165 165

③ 35 △ 0 35

④ 645 645 -

⑤ 9 △ 9 19

2,954 697 2,257 2,600

△ 30 △ 28 △ 2

2,923 668 2,254

482 △ 308 791

380 204 176

863 △ 104 967

2,060 773 1,287 2,200

△ 690 △ 964 274 900

 ※コア業務純益・・・一般貸倒引当金繰入前の業務純益から国債等債券損益を控除

（注）第２四半期累計期間の業績予想は、平成26年5月9日公表の数値です。

平成27年３月期　第１四半期決算補足説明資料

　業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益

　経費（除く臨時処理分）

人件費

物件費

税金

　業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

コア業務純益

　一般貸倒引当金繰入額

　業務純益

　臨時損益

うち株式等関係損益

うち不良債権処理額

うち償却債権取立益

うち貸倒引当金戻入益

　法人税等合計

　四半期純利益

　与信関係費用　①＋②－③－④－⑤

うち偶発損失引当金戻入益

　経常利益

　特別損益

　税引前四半期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

（1）業務粗利益 80億86百万円
業務粗利益は資金利益の減少及び国債等債券売却益の減少により、前年同期比８億78百万円減少して80億
86百万円となりました。

（2）コア業務純益 16億98百万円
コア業務純益は業務粗利益が減少したものの経費が減少したことにより、前年同期比ほぼ変わらずの16億
98百万円となりました。

（3）経常利益 29億54百万円
経常利益は貸倒引当金戻入益を計上したことを主因に臨時損益が増加したことから、前年同期比６億97百
万円増加し、29億54百万円となりました。

（4）第１四半期純利益 20億60百万円
当第１四半期純利益は経常利益の増加により、前年同期比７億73百万円増加して、20億60百万円となりま
した。
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）

(単位：億円、％) (参考) (単位：億円、％)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

(注)１．上記の平成26年６月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定

　　　する各債権のカテゴリー（以下、「開示区分」という。）により分類しております。

　　　　また、平成26年６月末の開示区分の金額は、平成26年６月末を基準日とする自己査定の債務者区分に基づく

　　　残高を計上しております。

　　２．自己査定債務者区分との関係

　　　　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

　　　　　危険債権（破綻懸念先の債権）

　　　　　要管理債権（要注意先のうち、３ヵ月以上延滞債権または貸出条件緩和債権に該当する債権）

　　３．上記記載計数は、部分直接償却実施後の計数であります。

３．時価のある有価証券の評価差額（単体）

　○評価差額

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

評価差額 評価差額 評価差額

その他有価証券

株式

債券

その他

（注）１．各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額（償却原価法

　　　　適用後、減損処理後。）と時価との差額を計上しております。

　　　２．なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

含み損益 含み損益 含み損益

満期保有目的の債券 953

価額 うち益

85 0850

うち益 うち損 うち損

985 92 92 0 881 63 63

価額 うち益

平成26年6月末 平成25年6月末 平成26年3月末

帳簿 帳簿 帳簿

うち損 価額

131 0

1,084 23

8,738 84 93 8

27 3980 18 26 81,283 32 33 1

8,479 131

54 18

121 08,709 121

255 44 59 15

10,029 221 10,049 189175 35233 12

266 57 69 11 249 36

208 199,968 139

比率(Ａ)／(Ｃ) 3.81 4.13 3.83

うち益 うち損うち益 うち損 うち益 うち損

平成26年3月末

時価 時価 時価

平成26年6月末 平成25年6月末

総与信(Ｃ)＝(Ａ)＋(Ｂ) 13,899 13,333 13,894

正常債権(Ｂ) 13,368 12,782 13,361

平成26年6月末 平成25年6月末 平成26年3月末

合計(Ａ)

266

209

530

272

210

551

272

200

533

54 69 60

㈱十八銀行(8396)　平成27年３月期　第１四半期決算短信

9



４．デリバティブ取引（単体）

（１）金利関連取引

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

（２）通貨関連取引

(単位：億円) (参考) (単位：億円)

（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

（３）株式関連取引

　　　該当事項はありません。

（４）債券関連取引

　　　該当事項はありません。

（５）商品関連取引

　　　該当事項はありません。

（６）その他

　　　該当事項はありません。

以　　上

― ―

合　計 0 1 0

その他 ― ―

1 150150 △ 8金利スワップ 150 △ 7 0

― ―

金融
商品

取引所
金利先物 ― ―

△ 7 0

― ― ―

店頭

時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

― ― ― ―

区
分

種　類
平成26年6月末 平成25年6月末

―

平成26年3月末

契約額等 時価 評価損益 契約額等

△ 1

通貨オプション ― ― ― ― ――

為替予約 3

合　計 3 0

― ―

△ 1

―

304 0 0 299

― ― ――

△ 1

―

金融
商品

取引所
通貨先物 ― ― ―

店頭

通貨スワップ ―

3

―

379

―

契約額等 時価 評価損益

―

契約額等 時価

―― ― ―

評価損益

区
分

種　類
平成26年6月末 平成25年6月末

―

平成26年3月末

契約額等 時価 評価損益
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<<参考計数>>

預貸金残高の状況　(単体)

（1）預入者別預金残高 （単位：百万円）

平成26年6月末 平成26年3月末 平成25年6月末

平成26年3月末比 伸率 平成25年6月末比 伸率

預　金 ① 2,328,323 34,910 1.5% 64,034 2.8% 2,293,412 2,264,288

流動性預金 1,361,955 △ 13,821 △1.0% 22,599 1.7% 1,375,776 1,339,356

固定性預金 966,367 48,732 5.3% 41,435 4.5% 917,635 924,932

うち個人預金 ② 1,624,146 45,139 2.9% 38,010 2.4% 1,579,007 1,586,136

流動性預金 953,643 31,322 3.4% 18,264 2.0% 922,320 935,379

固定性預金 670,502 13,816 2.1% 19,745 3.0% 656,686 650,757

うち法人預金 534,569 △ 3,503 △0.7% 6,890 1.3% 538,072 527,679

流動性預金 333,576 △ 16,353 △4.7% △ 10,503 △3.1% 349,930 344,080

固定性預金 200,992 12,850 6.8% 17,394 9.5% 188,141 183,598

うち公金預金 153,684 △ 1,916 △1.2% 12,436 8.8% 155,601 141,248

流動性預金 60,092 △ 23,956 △28.5% 8,205 15.8% 84,048 51,886

固定性預金 93,592 22,039 30.8% 4,231 4.7% 71,553 89,361

譲渡性預金 ③ 134,372 69,341 106.6% 2,273 1.7% 65,030 132,099

預金＋譲渡性預金 ①+③ 2,462,695 104,252 4.4% 66,308 2.8% 2,358,442 2,396,387

（2）個人向け預り資産残高 （単位：百万円）

平成26年6月末 平成26年3月末 平成25年6月末

平成26年3月末比 伸率 平成25年6月末比 伸率

個人向け預り資産残高 ④ 270,806 △ 3,265 △1.2% △ 16,982 △5.9% 274,072 287,788

投資信託残高 73,890 2,321 3.2% 4,749 6.9% 71,568 69,141

生命保険残高 144,735 △ 956 △0.7% △ 963 △0.7% 145,692 145,699

公共債残高 52,180 △ 4,630 △8.1% △ 20,767 △28.5% 56,811 72,948

個人預金＋個人向け預り資産 ②+④ 1,894,953 41,873 2.3% 21,027 1.1% 1,853,080 1,873,925

（3）貸出金残高 （単位：百万円）

平成26年6月末 平成26年3月末 平成25年6月末

平成26年3月末比 伸率 平成25年6月末比 伸率

総貸出金 1,380,281 △ 30 △0.0% 56,453 4.3% 1,380,312 1,323,828

一般貸出金 1,040,794 △ 908 △0.1% 48,832 4.9% 1,041,702 991,962

個人ローン 339,487 877 0.3% 7,621 2.3% 338,609 331,866

個人ローン比率 24.6% 0.1% △0.5% 24.5% 25.1%
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